
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
の
一
部
改
正

一

目
的
の
改
正

こ
の
法
律
は
、
自
動
車
の
運
行
に
よ
っ
て
人
の
生
命
又
は
身
体
が
害
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
損
害
賠
償
を
保
障
す
る
制

度
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
補
完
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
の
保
護
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
自
動

車
運
送
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
一
条
関
係
）

二

紛
争
処
理
に
対
す
る
時
効
の
完
成
猶
予
効
の
付
与
等

１

時
効
の
完
成
猶
予

⑴

保
険
金
等
又
は
共
済
金
等
の
支
払
に
係
る
紛
争
の
調
停
（
以
下
「
紛
争
処
理
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
解
決
の
見
込

み
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
指
定
紛
争
処
理
機
関
に
よ
り
当
該
紛
争
処
理
が
打
ち
切
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
紛

争
処
理
の
申
請
を
し
た
紛
争
の
当
事
者
が
そ
の
旨
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
当
該
紛
争
処
理
の
目
的
と

な
っ
た
請
求
に
つ
い
て
訴
え
を
提
起
し
た
と
き
は
、
時
効
の
完
成
猶
予
に
関
し
て
は
、
当
該
紛
争
処
理
の
申
請
の
時

に
、
訴
え
の
提
起
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
三
条
の
十
四
第
一
項
関
係
）



⑵

紛
争
処
理
の
業
務
の
全
部
の
廃
止
の
許
可
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
指
定
紛
争
処
理
機
関
の
指
定
が
そ
の
効
力
を
失

い
、
か
つ
、
当
該
指
定
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
日
に
紛
争
処
理
が
実
施
さ
れ
て
い
た
紛
争
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
紛
争
処
理
の
申
請
を
し
た
紛
争
の
当
事
者
が
当
該
指
定
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
旨
等
の
通
知
を
受
け
た
日
又
は

当
該
指
定
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
か
ら
一
月
以
内
に
当
該
紛
争
処
理
の
目
的

と
な
っ
た
請
求
に
つ
い
て
訴
え
を
提
起
し
た
と
き
も
、
⑴
と
同
様
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
三
条
の
十
四
第
二
項
及
び
第
二
十
三
条
の
十
七
第
四
項
関
係
）

⑶

指
定
紛
争
処
理
機
関
の
指
定
が
取
り
消
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
取
消
し
の
処
分
の
日
に
紛
争
処
理
が
実
施
さ
れ
て
い

た
紛
争
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
紛
争
処
理
の
申
請
を
し
た
紛
争
の
当
事
者
が
当
該
処
分
が
あ
っ
た
旨
の
通
知

を
受
け
た
日
又
は
当
該
処
分
を
知
っ
た
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
か
ら
一
月
以
内
に
当
該
紛
争
処
理
の
目
的
と
な
っ
た

請
求
に
つ
い
て
訴
え
を
提
起
し
た
と
き
も
、
⑴
と
同
様
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
三
条
の
十
四
第
三
項
及
び
第
二
十
三
条
の
二
十
一
第
三
項
関
係
）

２

訴
訟
手
続
の
中
止

⑴

紛
争
に
つ
い
て
当
該
紛
争
の
当
事
者
間
に
訴
訟
が
係
属
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に



該
当
し
、
か
つ
、
当
該
紛
争
の
当
事
者
の
共
同
の
申
立
て
が
あ
る
と
き
は
、
受
訴
裁
判
所
は
、
四
月
以
内
の
期
間
を

定
め
て
訴
訟
手
続
を
中
止
す
る
旨
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

当
該
紛
争
に
つ
い
て
、
当
該
紛
争
の
当
事
者
間
に
お
い
て
指
定
紛
争
処
理
機
関
に
よ
る
紛
争
処
理
が
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

ロ

イ
に
掲
げ
る
事
由
の
ほ
か
、
当
該
紛
争
の
当
事
者
間
に
指
定
紛
争
処
理
機
関
に
よ
る
紛
争
処
理
に
よ
っ
て
当
該

紛
争
の
解
決
を
図
る
旨
の
合
意
が
あ
る
こ
と
。

⑵

受
訴
裁
判
所
は
、
い
つ
で
も
⑴
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

⑶

⑴
の
申
立
て
を
却
下
す
る
決
定
及
び
⑵
の
規
定
に
よ
り
⑴
の
決
定
を
取
り
消
す
決
定
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し

立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
三
条
の
十
五
関
係
）

三

自
動
車
事
故
対
策
事
業
の
創
設

１

政
府
は
、
自
動
車
事
故
対
策
事
業
と
し
て
、
第
七
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
事
業
及
び
２

に
規
定
す
る
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
七
十
一
条
関
係
）

２

政
府
は
、
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
と
し
て
、
次
の
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。



⑴

被
害
者
の
療
養
を
行
う
施
設
の
設
置
及
び
運
営
、
被
害
者
の
療
養
生
活
の
援
護
、
被
害
者
の
受
け
る
介
護
の
援
護

そ
の
他
の
被
害
者
の
保
護
の
増
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
業
務

⑵

道
路
運
送
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
運
送
事
業
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
運
行
の
安
全
の
確
保
に
関

す
る
事
項
の
指
導
、
自
動
車
事
故
の
発
生
の
防
止
に
資
す
る
機
器
及
び
装
置
の
導
入
の
促
進
そ
の
他
の
自
動
車
事
故

の
発
生
の
防
止
を
図
る
た
め
に
必
要
な
業
務

（
第
七
十
七
条
の
二
第
一
項
関
係
）

３

政
府
は
、
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
に
係
る
業
務
の
う
ち
、
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
法
第
十
三
条
に

掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
七
十
七
条
の
二
第
二
項
関
係
）

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
の
安
定
的
か
つ
効
果
的
な
実
施
を
図
る
た
め
、
被
害
者
保
護
増
進
等

事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
計
画
（
以
下
「
被
害
者
保
護
増
進
等
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

（
第
七
十
七
条
の
三
第
一
項
関
係
）

５

被
害
者
保
護
増
進
等
計
画
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

⑴

被
害
者
の
生
活
の
実
態
、
自
動
車
事
故
の
発
生
の
状
況
そ
の
他
の
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
の
実
施
に
際
し
考
慮



す
べ
き
事
項

⑵

被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
の
目
標
に
関
す
る
事
項

⑶

⑵
の
目
標
の
達
成
の
た
め
実
施
す
べ
き
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
の
概
要
に
関
す
る
事
項

（
第
七
十
七
条
の
三
第
二
項
関
係
）

６

国
土
交
通
大
臣
は
、
被
害
者
保
護
増
進
等
計
画
を
作
成
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
被
害
者
そ
の
他
の
関
係
者
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。

（
第
七
十
七
条
の
三
第
三
項
関
係
）

７

政
府
は
、
被
害
者
保
護
増
進
等
計
画
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
に
対
す
る
独
立
行
政
法
人

通
則
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
交
付
並
び
に
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
法
第
五
条
第
三
項
の
出
資
及
び
同

法
第
十
八
条
第
一
項
の
貸
付
け
並
び
に
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
そ
の
他
の
被
害
者
保
護
増
進
等
計
画
に

規
定
す
る
事
業
を
実
施
す
る
者
に
対
す
る
補
助
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
七
十
七
条
の
四
関
係
）

８

保
険
会
社
等
は
、
１
に
規
定
す
る
自
動
車
事
故
対
策
事
業
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
で
定
め
る
金
額
を
、
自
動
車
事
故
対
策
事
業
賦
課
金
と
し
て
政
府
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら



な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
七
十
八
条
関
係
）

９

政
府
の
自
動
車
事
故
対
策
事
業
の
業
務
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
管
掌
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（

第
八
十
三
条
関
係
）

四

罰
則
の
追
加

第
二
十
三
条
の
十
七
第
四
項
又
は
第
二
十
三
条
の
二
十
一
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
通
知
を

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
第
三
号
関
係
）

五

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
二

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

一

自
動
車
安
全
特
別
会
計
の
目
的
及
び
勘
定
区
分

１

自
動
車
安
全
特
別
会
計
は
、
自
動
車
事
故
対
策
事
業
及
び
自
動
車
検
査
登
録
等
事
務
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
百
十
条
第
一
項
関
係
）



２

自
動
車
安
全
特
別
会
計
は
、
自
動
車
事
故
対
策
勘
定
及
び
自
動
車
検
査
登
録
勘
定
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
百
十
二
条
関
係
）

二

自
動
車
事
故
対
策
勘
定
の
基
金

１

自
動
車
事
故
対
策
勘
定
に
お
い
て
は
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
勘
定
に
帰
属
し
た
資
産
の
価
額
か
ら
負
債
の
価
額
を
控
除
し
た
額

（
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
附
則
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
事
故
対
策
計
画
に
基
づ
く
交

付
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
相
当
す
る
金
額
を
も
っ
て
基
金
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
関
係
）

２

１
の
基
金
の
金
額
は
、
４
又
は
５
の
規
定
に
よ
る
整
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
増
減
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
百
十
二
条
の
二
第
二
項
関
係
）

３

自
動
車
事
故
対
策
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
損
益
計
算
上
生
じ
た
利
益
又
は
損
失
は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し

て
整
理
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
百
十
八
条
第
一
項
関
係
）

４

３
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
車
事
故
対
策
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
に
係
る



損
益
計
算
上
の
利
益
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
勘
定
の
基
金
に
組

み
入
れ
て
整
理
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
百
十
八
条
第
二
項
関
係
）

５

３
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
車
事
故
対
策
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
に
係
る

損
益
計
算
上
の
損
失
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
勘
定
の
基
金
を
減

額
し
て
整
理
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
百
十
八
条
第
三
項
関
係
）

三

自
動
車
事
故
対
策
勘
定
の
積
立
金

１

自
動
車
事
故
対
策
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
上
剰
余
金
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
剰
余

金
の
う
ち
、
被
害
者
保
護
増
進
等
計
画
を
安
定
的
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
る

も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
百
十
八
条
の
二
第
一
項
関
係
）

２

１
の
積
立
金
は
、
被
害
者
保
護
増
進
等
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
金
額
を

限
り
、
自
動
車
事
故
対
策
勘
定
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
百
十
八
条
の
二
第
二
項
関
係
）

四

そ
の
他



そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
三

附
則

一

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
関
係
）

三

こ
の
法
律
の
施
行
状
況
等
に
関
す
る
検
討
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
五
条
関
係
）

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
六
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
関
係
）




